











































U(p)に とる･このよ うな量子系の状 態のヒルベル ト空間は ,M 上の CP一倍 ボレル可
測関数 世でルベーグ 測度 に関して2乗 可積分な関数から形成 され るヒルベル ト空間
L2(M;C P)- 〈0:M → Cp,ボレル可 測l/Mlfq(r)lipdr<∞〉 (1･3)

























1L2(M;CP)の元の間の相等は次のように定義されていることに注意 :せ = ◎ ⇔ 甘(r)=
◎(r),a.e.r∈M (｢a.e.｣はalmosteverywhere(ほとんどいたるところ)の略であり,｢a･e･r｣
























































































































































(ii)QJ,P,･の 71ntこおける部分をQ!･n),P,(n)とすれば,各 n に対して,ユニタリ変換
Un:71nJL2(Rd)が存在して,演算子の等式
UnQ5･n)Un-1- qi, Unp,(n)Un-1-p,I, 3-1,- ･,n,
が成立する.




























eiQjeisPk - e~isthS,keisPkeiQ,, (2.4)






























































































































































































































めには,ゲージ場 Aが Dの中の少な くともひとつの点で特異であることが必要であ




(Tl(S)T2(i)q)(I,y)-鴫 (I,y)-1(T2(i)Tl(S)tF)(I,y), a･e･(I,y). (4.3)









































































































∞ (nJ ∞)である･各 nに対して,関数











Al(I,y)ニ iーSJ(I+iy), A2--i町 (I+iy), (5･12)
によって定義する.このとき,Jに対するコーシー-リーマン方程式は,〟上での方程式
alA2-8 2A1-0, alAl+a2A2-0, (5.13)
を導く.したがって,特に,A-Aldx+A2dyは平坦である.さらに,留数定理を応用
すれば,
鴨 (I,y)-27r ∑ 況cn,1, (x,y)∈Ms,i, (5･14)
an∈D(I,y;S,i)
であることがわかる･ここで,D(I,y;S,i)はC(I,y･,S,i)の内部領域を表す･したがっ
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